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モーツァルト巡礼－その 17 

K.518 水谷康男  

 

K486 は、1 幕の音楽付き 喜劇 「劇場支配人」です。一幕の喜劇と音楽で、ヨーゼフ二世が、１７８６年春にオランダの

総督ザクセン＝テシュン大公が、クリスティーネ大公夫人とウィーンに来た折の歓迎の祝宴で上演するためにモーツァルト

に依頼したもので、1786 年 1 月 18 日から書き始めて 2 月 3 日に全曲を完成しています。管弦楽は、Fｌ・Ｏｂ・Ｃｌ・Ｆｇ・Ｈｒ・

Ｔｐ各 2 本、Ｔｍ、弦 5 部（ｖｎⅠ・Ⅱ、Ｖａ、Ｖｃ、Ｃｂ）の大編成です。プレストの堂々とした序曲からして、意気込みが感じら

れます。残念ながら映像の記録が手に入らないので、CD でしか（音でしか）、この傑作を味わうことはできませんでしたが、

セリフを話す役者役と歌を受け持つ歌手役による、セリフ劇と管弦楽伴奏による歌劇部分が重なり合うドタバタ喜劇ともい

える楽しい作品に仕上がっています。映像日本語訳のついた映像ソフトが見つかればすぐにでも購入したいものです。 

 

K487 は、12 曲の管楽二重奏曲 です。草稿の初めには 1786 年 7 月 27 日作曲とされていますが、紆余曲折を経て

1882 年に、一部が弦楽二重奏曲として出版されました。さらに 1892 年、12 曲のバセットホルンのための二重奏曲として改

めて出版されています。この全集の録音でも、2 本のホルンのための二重奏曲として収録されています。 

 

K488 は、ピアノ協奏曲 第 23 番 イ長調 です。1786 年 3 月 2 日に この イ長調 が、24 日には第 24 番  ハ短調

K491 が続けて初演されました。Fl 1 本,Cl・Fg・Hr 各 2 本、弦 4 部（VnⅠ・Ⅱ、Va、Vc＆Cb）の編成で、Ⅰ：アレグロ、Ⅱ：

アダージョ、Ⅲ:アレグロ・アッサイの 3 つの楽章よりなり、特に第 2 楽章のやるせない哀感は、心の奥底を揺さぶる美しさ

に溢れています。 

 

K489 は、ソプラノとテノールの二重唱「口では言い表せない」です。1786 年 3 月 10 日に作曲していますが、「クレタの

王イドメネオ」の第 20 曲の差し替えとしてうたわれたもので、この CD 全集には収録されておりません。 

 

続く K490 も、テノールのレシタティーフとアリア 「これで決心しました」 です。「クレタの王イドメネオ」の第 10 曲の差し

替えとして歌われたもので、ヴィオリンの助奏付きのテノール用とされていますが、この CD 全集では、ソプラノが歌ってお

ります。 

 

K491 は、ピアノ協奏曲 第 24 番 ハ短調です。前述の第 23 番のピアノ協奏曲から 3 週間の後 1786 年 3 月 24 日にウ

ィーンで書き上がりました。ちょうど「フィガロの結婚」のオペラが完成する 1 月前であります。モーツァルトは、このシーズン

に 3 回の予約演奏会を開きましたが、その最終回のためにこれを作曲して 4 月 3 日に自分の独奏で初演をし、さらに 4 月

7 日 この日から謝肉祭の祭日のため休場となった宮廷劇場で開かれた演奏会でもう再演をしています。。Fl 1 本,Cl・Fg・

Hr・Ｔｐ各 2 本、Ｔｍ、弦 5 部（VnⅠ・Ⅱ、Va、Vc、Cb）の編成で、Ⅰ：アレグロ、Ⅱ：ラルゲット、Ⅲ：アレグレットの三つの楽

章からなる 30 分ほどの名曲です。 

 

K492 は、有名な 歌劇「フィガロの結婚」 全 4 幕 です。Fl・Ob・Cl・Fg・Hr・Ｔｐ各 2 本、Ｔiｍp、弦 4 部（VnⅠ・Ⅱ、Va、

Vc＆Cb）の編成で、登場人物は、アルマヴィーヴァ伯爵 Br、ロジーナ＝アルマヴィーヴァ伯爵夫人 Sp、伯爵夫人の小間
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使いスザンナ Sp、伯爵の従僕フ

ィガロ（スザンナと婚約中）Bs、伯

爵の小姓ケルビーノ Ms、医者ド

ン・バルトロ Bs、女中頭マルチェリ

ーナ Ms、音楽教師ドン・バジリオ

T、裁判官トン・クルツィオ T、庭師

アントーニオ Bs、バルバリーナ（ア

ントーニオの娘）Sp、農村の男

女、お客様、召使いなど合唱団員

と華やかな人物が登場して楽しい

結末の素晴らしい作品となってお

ります。1785 年 10月頃からこの曲

の作曲にとりかかり、完成したのは 1786 年 4 月 29 日で

ありました。約半年間の労作です。そして 1786 年 5 月 1

日にウィーンの宮廷劇場で初演が行われました。 

右上の写真は、このオペラが作曲された頃（正確には

1784 年から 1787 年まで）のモーツァルトが住んだ家です

が、彼が生涯で最も幸せな期間を過ごしたと思われる家

で、かつては「フィガロ・ハウス」という名前の記念館でした

が、現在ではモーツァルト・ハウス・ウィーンとして 1 階には

カフェ、2 階にはミュージアムショップも備えた博物館とな

っております。 

 

K493 は、ピアノ四重奏曲 変ホ長調 で、Pf,Vn,Va,Vc の編成で演奏されます。1786 年 6 月 3 日にウィーンで作曲され

ました。Ⅰ:アレグロ、Ⅱ：ラルゲット、Ⅲ：アレグレットの 3 楽章よりなる、豊かな叙情性に溢れた名作といえましょう。 

 

K494 は、ピアノのための ロンド ヘ長調 です。1786 年 6 月 10 日にウィーンで作曲されたものでして旧全集では、単

独のロンドとして扱われましたが、今では一般的に K533 のヘ長調ソナタの終楽章として扱われています。 

 

K495 は、ホルン協奏曲 第 4 番 変ホ長調です。Ob・Ｈｒ各 2 本と、弦 4 部（VnⅠ・Ⅱ、Va、Vc＆Cb）の編成で、Ⅰ：アレ

グロ・モデラート、Ⅱ：「ロマンツェ」アンダンテ、Ⅲ：「ロンド」アレグロ・ヴィヴァーチェの 3 つの楽章よりなり演奏時間 16 分の

傑作です。 

 

K496 は、ピアノ三重奏曲 ト長調 です。1786 年 7 月 8 日にウィーンで作曲されました。この CD 全集では、作曲当時

のフォルテピアノとバイオリン、チェロの編成で、収録されています。Ⅰ：アレグロ、Ⅱ：アンダンテ、Ⅲ：アレグレットの 3 楽

章よりなる 20 分余りの作品です。前述の K254 と K442 のピアノ三重奏曲が、必ずしもピアノ三重奏曲としては満足な形で

はなかったのに対して、この曲が初めて満足な形でのピアノ三重奏曲であり、この後 5 曲のピアノ三重奏曲へと発展する

のです。 
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K497 は、1 台４手のためのソナタ ヘ長調 です。1788 年 8 月１日にウィーンにて作曲されました。前述の K358 に比べ

ると素人向きではなく、堂々たる構えの大人の音楽であります。Ⅰ:アダージョ、Ⅱ：アンダンテ、Ⅲ：アレグロの 3 楽章よりな

る、演奏時間 25 分弱の堂々たる作品です。 

 

K498 は、ピアノ、クラリネット、ヴィオラのための三重奏曲 変ホ長調、いわゆる「ケーゲルシュタット・トリオ」です。1786

年 8 月 5 日、ウィーンで作曲されました。原曲はクラリネットを使用するようになっていましたが出版される時商業上の理由

で「フォルテピアノ・バイオリン・ヴィオラのための三重奏曲、ただしバイオリンパートはクラリネットに変えても良い」と書かれ

ていたために長い間ピアノ三重奏曲として扱われてきました。しかし作曲された通りにクラリネットで弾かねば、この曲の持

ち味は損なわれることになります。普通のピアノトリオと異なるところはバイオリンの代わりにクラリネットと、チェロの代わりに

ヴィオラが用いられてることなのです。そこから醸し出されるアンサンブルこそ、この曲ならではの美しい響きなのです。 

ところで、この表題の「ケーゲルシュタット」、現代の言葉にすればボーリング場とでも言えましょうか？ ケーゲルという

遊びがヨーロッパに古くからあるボールを転がせて並べたピンを倒す社交的なゲームでしたピンの数が九本だったので英

語の国では「ナインピンズ」、日本では「九柱戯」と訳されていました。この音楽の内容とこの「ケーゲルシュタット」という表

題はあまり関係あるとは言えないでしょう。 

 

K499 は、弦楽四重奏曲 第 20 番 ニ長調 「ホフマイスター」 です。1786 年 8 月 19 日にウィーンで作曲されました。

前の 6 曲ハイドンセットとこの後のプロシャ王セット 3 曲の間に挟まれて、単独の弦楽四重奏曲として出版されています。

Ⅰ：アレグレット、Ⅱ：「メヌエット」アレグレット、Ⅲ:アダージョ、Ⅳ：アレグロ の 4 楽章よりなる演奏時間 30 分近い大きな発

展を感じさせる逸品です。ホフマイスターからの前借金返済のために書いた曲のため、「ホフマイスター」の通称で呼ばれ

ています。 

 

K500 は、アレグレットの主題による 12 の変奏曲です。1786 年 8 月 19 日にウィーンで作曲されたものですが、主題のア

レグレットの由来については不明です。反復を入れても 10 分程度の作品です。 

 

K501 は、1 台４手のためのアンダンテと 5 つの変奏曲 ト長調 です。1786 年 11 月 4 日に作曲され、1787 年に出版さ

れました。おそらく自作と思われる主題と 5 つの変奏、最後にコーダとして主題を再現して消え入るように終わります。演奏

時間 8 分程度の佳曲です。 

 

K502 は、ピアノ三重奏曲 変ロ長調 です。1786 年 11 月 18 日にウィーンで、作曲されたもので、前述の K496 より 4 か

月後の作品ですが、両曲の間には格段の違いがあります。後者では、弦楽器（Vn・Vc）の機能を高めて、ピアノのオブリガ

ードとしての働きから、対話的にピアノと対等の扱いをして協奏曲的に演奏されることで、K542 と共に、モーツァルトの代

表的なピアノ三重奏曲の名作となっています。Ⅰ：アレグロ､Ⅱ：ラルゲット、Ⅲ：アレグレットの 3 つの楽章よりなる、演奏時

間 20 分余りの傑作です。 

 

K503 は、ピアノ協奏曲 第 25 番 ハ長調です。1786 年 12 月 4 日に完成。前曲に続き、予約演奏会のために作曲され

たもので、Fl：１本、Ob・Fg・Hr・Tp 各２本、Timp、弦５部（Vn・Va 各２部、Vc＆Cb）という本格的な編成です。クリスマス前

にカジノで開催された降臨節の演奏会で初演され、翌年3月7日の演奏会で再演されています。ハ短調の前曲と違って、

モーツァルトの男性的な一面を見せた力強い作品です。Ⅰ：アレグロ・マエストーソ、Ⅱ：アンダンテ、Ⅲ：アレグレットの 3

楽章よりなる 30 分程の充実した作品となっています。 
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K504 は、交響曲第 38 番 ニ長調 「プラハ」です。

詳細については、「モーツァルト巡礼（その 5）で、取り

上げておりますので省略しますが、ウィーンで作曲さ

れたものの初演がプラハで行われたこともあって、

「プラハ」と呼ばれています。（右の写真は、ブルタバ川か

らみたカレル橋とプラハ城の夜景） 

 

K505 は、レシタティーフとアリア「どうしてあなたを

忘られよう」「恐れることはない、愛する人よ」です。

1786 年 12 月 26 日に完成、翌年 2 月 23 日に初演さ

れています。Cl・Fg・Hr 各 2 本、弦 5 部（VnⅠ＆Ⅱ、

VaⅠ＆Ⅱ、Vc＆Cb）、ピアノ＋ソプラノ独唱というオーケストラとピアノをバックにソプラノが歌うという特色ある編成で、特に

ピアノパート（初演時はモーツァルト自身が演奏）とソプラノ独唱との掛け合いは、作曲者自身がピアノを弾くという事もあり、

とても魅力的な対話を楽しむことができます。 

 

K506 は、リート「自由の歌」です。1786 年に作曲されたとされているが、その 1 年前の作品であろうとされています。演

奏時間 2 分程の可愛い作品です。 

 

K507 は、三声のカノン「陽気と気軽さは」で、1786 年作の佳品です。 

 

K508 も、三声のカノン「友人諸君の健康のために」で、同じく 1786 年作の佳品です。 

 

K508a は、8 つのカノン で、1786 年 6 月の作といわれるものですが、モーツァルトのもとで作曲を学んでいた英国のト

ーマス・アウトウッドのために書いたものですが、出版のたびに、編成が変わっており正確なことは不明です。 

 

K509 は、6 つのドイツ舞曲 で、1787 年 2 月にプラハで書きあがったもので、ヨハン・バッハタ邸での盛大な舞踏会のた

めに作曲されました。全 6 曲は、休みなしに演奏される 13 分の作品です。Pc:1 本、Fl・Ob・Cl・Fg・Hr・Tp 各 2 本、弦 3 部

（VnⅠ＆Ⅱ、Vc・Cb）の編成で演奏されます。 

 

K510 は、9 つのコントルダンス ですが、果たしてモーツァルトの作か疑問視されており、本 CD 全集にも収録されてお

りません。 

 

K511 は、ピアノのための「ロンド」イ短調です。1787 年 3 月 11 日ウィーンでの作品で、既述の K485 のニ長調のロンド

と対をなし、K485 が明るく単純明快なのに対し、このメランコリーで詩的といえる引き付けるものがあります。演奏時間 8 分

程の佳品です。 

 

K512 は、バスのためのレシタティーフとアリア「アルカンドロ、それを告白しよう」と「どこから来たのか、私は知らない」で

す。1787 年 3 月 19 日にウィーンで作曲されました。Fl１本、Ob・Fg・Hr 各２本、VnⅠ＆Ⅱ、Va、Vc＆Cb の弦４部の管弦

楽をバックにバスが歌う５分程の曲です。 

 

以降、次号に続きます。 


